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実現度調査の分析と改善策【全年次共通】

生　徒 74% 2%

保護者 79% 2%

教職員 76% -6%

生　徒 97% 1%

保護者 95% -1%

教職員 98% 1%

生　徒 85% 0%

保護者 79% -1%

教職員 76% -5%

生　徒 82% 5%

保護者 79% 0%

教職員 87% -7%

生　徒 98% -1%

保護者 97% -1%

教職員 100% 0%

生　徒 76% -6%

保護者 90% -1%

教職員 92% -1%

生　徒 80% 0%

保護者 89% 2%

教職員 97% -2%

生　徒 79% -4%

保護者 88% 0%

教職員 86% -4%

生　徒 84% 1%

保護者 78% -5%

教職員 89% -2%

生　徒 89% -1%

保護者 83% -1%

教職員 89% -4%

生　徒 87% -2%

保護者 89% -2%

教職員 78% -10%

生　徒 73% 3%

保護者 61% -3%

教職員 81% -6%

生　徒 79% -1%

保護者 88% 0%

教職員 90% 0%

改善策
「よく出来ている」＋「大体出来ている」

①

学 ぶ 意 欲 を 引 き 出
し，学力を身に付け
られるような授業が
行われている。

昨年度，肯定的な回答である「よく出来ている」と「大体出来ている」
を合わせた割合は，教職員82．0％，保護者77．1％，生徒72．3％
であった。
昨年度より生徒の数値が上がっている。授業改善の取り組みである「わ
かる授業」「主体的・対話的で深い学び」等の実践が実感として表れ始
めているのではないかと思われるが、一方で、学力層の二極化の傾向が
あり，授業に対する興味･関心を維持できない生徒は肯定感が低いと思
われる。

例年と同様に，基礎学力を身に付ける段階である1年次では，学習上のつまずきを
防ぐ観点から国語・数学・英語の３教科で習熟度別または少人数クラスでの授業
を行っていく。
授業以外でも，考査前学習会，個人への添削指導，担任による複数回の面談の実
施等，個に対応した指導を行っていく。アクティブラーニングを取り入れた授業
の継続とともに，今後は観点別評価について研究を深め，学力の二極化を解消し
たい。

　保護者　各位

平成３０年度　　学校評価アンケート結果の分析と改善策について

　今年度の学校評価に多数のご協力をいただき感謝申し上げます。以下のとおり集計結果をご報告いたします。
利府高をさらに良い学校へ，また活気溢れる学校にしていこうという生徒・保護者の皆様の思いや期待に添えるよう取り組んで参ります。
今後ともご理解とご協力を賜りますようお願いいたします。
　なお，集計結果（実現度調査）の詳細については，本校ホームページ[https://rifu-h.myswan.ed.jp/evaluated]をご覧ください。

　実施日：平成３０年１１月２日（金）
　回収日：平成３０年１１月１５日（木）
　対　象：生徒（回答数80１名　回答率98.3％），保護者（回答数79６名　回答率97.７％），教職員（6３名）
　　　　　「よく出来ている」，「大体出来ている」，「あまり出来ていない」，「出来ていない」の４段階による評価

アイコン表記のルール　  　　 ：80% 以上　   　　：60～79%　 　  　：40～59%　　   　：40% 未満　　　　　　　　　　：10% 以上　  　　 ：0～9%　　 　  ：0% 未満

実現度調査　質問項目
良好ととらえている割合

前年度比 分析

②

挨拶やマナーなどの
基本的生活習慣の確
立に関する指導が行
われている。

基本的生活習慣の確立に関する指導については，ほぼ徹底できている。
特に挨拶については，学校生活のあらゆる場面を通じてその雰囲気づく
りを行っており，その成果が浸透してきたと考えられる。
一方で校外でのマナーに対する苦情などもあり，校内外を問わず基本的
な姿勢を育むための継続的な啓発が必要である。

引き続き，自然に挨拶を交わせる雰囲気を学校全体を通じて作り上げる。その中
で，基本的生活習慣に関する1人1人の意識の高揚に繋げていきたい。
また，マナーの確立に関してはHRや集会，部活動等を通じて継続的に啓発活動を
行うと共に，地域のボランティア活動等の機会を増やし，外部や社会全体に目を
向けさせることでより広い視野を育む指導を模索していきたい。

③
進路目標の明確化に
向けた適切な指導が
行われている。

教職員についても約２５％が否定的な回答になっている。
本校の進路指導の取り組みについて共通理解が必要である。

「進路の手引き」や「進路情報」などを発行、保護者向けの進路講演会等の開催
を継続する。
特に「進路の手引き」については、家に持ち帰って保護者と見るように指導はし
ているが、持ち帰らずロッカーに入っている生徒も多い。保護者講演会の参加者
も少ないため、今後はより一層の情報の周知に努めたい。

④

教員やカウンセラー
が必要な時に相談に
応じてくれる体制が
できている。

肯定的にとらえている意見が多い。
傾向としては教員と生徒・保護者の間で若干の隔たりは、生徒と保護者
の教育相談に対する認識の違いかと考える。
校内では必要に応じてカウンセラーを活用できる体制を整えていること
から生徒と教職員の数値が高い。

保健だよりやカウンセリング通信を通して，教育相談を身近に感じるように広報
活動をさらに充実させる。
相談件数及び相談人数は少ない方が望ましいが，悩みを持っていても言い出せな
いケースが多く，潜在的に相談を希望する生徒や保護者もいると思われることか
ら，普段から相談しやすい体制づくりを心がけたい。

⑤
部活動は活発に行わ
れている。

肯定的な回答の割合が総計で98.3%と非常に高い数値が得られている。
対象差・認識差ともに少なく，前年度同様高い水準である。
今年度は，運動部・文化部ともに例年よりも数多くの好成績を残してこ
とも影響していると考える。

継続して生徒が主体的かつ積極的に部活動に取り組める環境づくりに努める。
部活動は本校の大きな特色であり，周囲からの期待度も高いため，生徒に自覚と
責任を持たせていくことが必要である。
同時に学習と部活動との両立や学習時間の確保について充実させていきたい。

⑥
生徒会活動は活発に
行われている。

生徒と教職員の認識差が16%と大きな開きが出ている。
生徒会執行部や各種委員会が責任感を持ち，積極的に活動の機会を増や
してきてはいるももの、まだまだ，外部への主体的な発信や活動に関し
ては消極的な面も見られるため，対策と改善が必要である。

生徒会執行部は，生徒会行事や利府高祭の企画・運営，十符っ子ブラザーシップ
におけるリーダー的役割等々に積極的に取り組んでいる。
今後は学校活性化のために，生徒が主体的に課題を解決し，行動できるような組
織作りに努めるとともに，本校の活動を外部に発信できる機会や地域の活動に積
極的に参加する機会を増やし，地域の信頼を得られるよう努めていきたい。

⑦
有意義な学校行事が
ある。

生徒と教職員の認識差が17%と昨年度同様大きな開きが出ている。
毎年反省を踏まえながら実施しているが，行事が教育効果をすべての生
徒に認識させるとは難しい。
よりよい学校行事が行えるように対応していく必要がある。

新たな行事を増やしたり，行事の日数を延ばすことは現状では難しい。よって，
限られた時間と予算の中で，行事内容の充実を図ることが必要である。
特に大きな行事である利府高祭と体育大会等において，実行委員を筆頭に意見を
集約し，生徒が主体的に課題解決に取り組み，内容の充実を図る能力の育成に努
めたい。そのため，時間的な余裕をもって計画的に取り組めるような調整や春に
実施するリーダー研修会の内容の見直しを図り，早い時期から主体性を促す活動
を行っていく等の改善を検討する。

⑧

地域や伝統などに根
ざした特色ある学校
づくりに取り組んで
いる。

肯定的な回答割合が80％を越えている。
利府高校は開校当時より地域との関わりを大切し，地域に根差した教育
活動を展開しており、本校の教育にも利府町との連携事業が大変大きな
ウエイトをしめていることが回答の背景にあると考えている。

長年実施している「梨花粉交配作業」や「十符っ子ブラザーシップ」はもとよ
り、進路指導の一環として始まった「利府学講座」は、地域との強い連携なくし
ては実現できない教育活動でりあり、その教育効果も大変高い。
また、近年では、利府町の様々な行事や施設に本校生徒が出向きボランティア活
動を実施するなど、校内の学習では、決して味わうことができない体験の場とし
て欠かせないものとなっている。今後もより良い連携を通じて、社会的リーダー
の素養を育めるよう取り組んでいきたい。

⑩

学校便りなどによっ
て，学校の情報は適
切 に 伝 え ら れ て い
る。

良好ととらえている回答を前年度と比較してみるとおおむね理解を得て
いると思われるが、保護者からは更なる情報提供を求める声がある。
生徒ー１％、保護者－１％、教職員ー４％と僅かではあるが低下したこ
とから、より良いものとなるよう必要な情報を迅速かつタイムリーに発
信することが必要である。

本校の広報機関紙である「燃えろ！利府高」を毎月発行し、本校の特色ある教育
活動や生徒の功績をタイムリーに発信するとともに、本校のホームページにも
アップし効果的な広報に努める。
緊急を要する情報やより確実に連絡を伝える手段として、一斉メール配信を活用
し、その情報を伝えている。
今後も必要な情報を迅速かつ正確に伝えられるよう充実を図っていきたい。

⑨
災害・非常時の避難
方法や連絡方法は伝

えられている。

昨年度と比較すると保護者の肯定的な数値は減少している。
災害時の対応については、メール配信対応等で一定の理解が得られてい
るが，保護者にはさらに周知が必要とする意向があると思われる。

災害時における連絡についてはメール配信システムも活用しており、登録数の増
加についての呼びかけを継続していく。
校内での避難経路や避難場所については指導している。また学校にいる時に災害
が起こった場合の、保護者への引き渡しや学校待機についても調査している。
今後は、災害が起こった時の登下校や避難方法について、保護者・生徒の理解が
得られるようにさらに改善していきたい。

⑪
校舎やグラウンドな
どの施設や設備は整
備されている。

肯定的な回答の割合が全体で87％という評価であるが、前年度と比較
するとその割合が低下している。
開校から30年以上を経過し、施設･設備の老朽化が大きな要因と考えら
れる。
生徒が安全で安心した学校生活を送るための整備が必要である。

中・長期的な整備計画を策定し、施設･設備の整備を推進するとともに、定期的な
点検を継続し、緊急性の高いものについては、速やかに対応しながら、学習環境
の改善に取り組んでいきたい。

⑫
日頃からいじめの早
期発見に取り組んで
いる。

生徒と保護者の肯定的回答の割合が全体的に低くなっている。生徒と教
職員との認識差が8%，保護者と教職員との認識差が20%と大きな開き
が出ており，本校のいじめの早期発見への取り組みがあまり認識されて
おらず，浸透していないことが伺える。
HP上における「利府高校いじめ防止基本方針」の掲載や，ＰＴＡ総
会・予備登校時，三者面談等での保護者への周知，集会やＨＲ等での生
徒への啓発に努めてきたが，これだけではまだ不十分であると考えられ
る。さらに踏み込んだ改善と対策が必要である。

いじめの未然防止・早期発見・早期解決への取り組みをさらに教職員で共有し，
全員が多面的に生徒の様子や状況を把握するよう徹底する。
さらに，生徒指導部では，昨年度から学校生活調査（いじめアンケート）の回数
を年４回に増やし改善を図ってきてはいるが，さらに内容等の検討を重ね，早期
発見･追跡調査･情報共有を徹底していきたい。

⑬
学校生活は充実して
いる。

多くの生徒が充実した学校生活を送っていることが伺える。
教職員と生徒とで１１％の認識のずれがある。生徒は学校で自らの成長
のために厳しく辛い努力をしているので，充実という一言では表せない
とも考えられる。
すべての生徒の充実感を高められるように生徒との関わりの工夫も必要
である。

約80％割以上が良好であると回答しているが，生徒の認識が保護者･教職員より
低くなっていることから，学校生活調査で現状分析を行い，生徒の考えやニーズ
を把握する必要があると考える。
毎日の学校生活において，将来への目標を持たせ、より充実した学校生活を送れ
るように支援していきたい。



生　徒 68% 2%

保護者 65% -1%

教職員 33% -4%

生　徒 69% 1%

保護者 63% 1%

教職員 46% 10%

生　徒 78% -1%

保護者 74% -2%

教職員 75% 8%

生　徒 83% 0%

保護者 75% 0%

教職員 78% 0%

生　徒 76% -2%

保護者 70% 0%

教職員 84% 3%

生　徒 79% 0%

保護者 87% -2%

教職員 84% -6%

生　徒 64% 2%

保護者 63% -5%

教職員 78% 6%

生　徒 77% -1%

保護者 80% -1%

教職員 81% -3%

生　徒 － －

保護者 80% 1%

教職員 95% 5%

生　徒 90% 8%

保護者 82% 1%

生　徒 81% 5%

保護者 69% 1%

生　徒 83% -3%

保護者 83% 3%

生　徒 81% -3%

保護者 79% 1%

生　徒 80% 4%

保護者 76% -4%

生　徒 78% 5%

保護者 74% -5%

改善策
「よく出来ている」＋「大体出来ている」

⑭
家庭学習を含めた自
主・自立的な学習態
度を育成している。

回答は、ほぼ同様の傾向であった。
例年と同様に生徒・保護者と教職員の差は依然として大きいものがあ
る。
生徒・保護者は学習時間に向かう子供の態度から，教職員は提出課題の
出来映えで判断していると考える。

「予習→授業→復習」という学習サイクルを体験させるために各教科で実施して
いる学習オリエンテーションをより充実させる。
本校に入学した初期指導の充実により，高校生活にしっかり目的を持たせてい
く。
課題や小テストなどを授業と連動させたり、日々の学習習慣を確立させ、基礎学
力の定着を図りたい。
また，宿題や課題は考える力を必要とする質的に工夫された内容となるように取
り組みを進めていきたい。

実現度調査　質問項目
良好ととらえている割合

前年度比 分析

⑮
進学先の学業に対応
できる学力を養成し
ている。

保護者と生徒の回答は例年とほぼ同じであったが，教職員が４６．１％
（昨年度３５．８％）と大きく上がり，生徒・保護者と教職員の差が例
年より縮まった。
学校全体として生徒の学力差を正確に把握し，成績上位層には高度な学
習内容を与えている結果だと思われる。

授業では生徒に主体的に学ぶ姿勢を身につけさせ，基礎学力の定着を図っていき
たい。また，課題や小テストなどをうまく組み合わせて学習内容を確実に定着さ
せるとともに，成績上位層には今後も発展的な内容についても積極的に取り組ま
せる。
進路指導部と連携，協力を図り，１・２年次からの啓蒙的な学習指導と進路指導
を実施したい。また，教職員の研修会等を利用しながら，新しい入試制度を念頭
に置いた学習指導の研究を進めたい。

⑯

３年間を見通した計
画的・継続的な進路
指導体制が確立され
ている。

生徒、保護者、教職員とも約８０％が肯定的な回答であった。
教職員は否定的な回答もあるため、本校の進路指導については，様々な
取り組みを行っているが，その手立てと効果について，教職員，保護
者，生徒のそれぞれの立場で理解を高めて行くことが必要である。

利府高校として目標達成に向けて，進路指導のさらなる充実をめざす。
次年度以降の中期目標の策定においては、生徒をより伸ばすための方針を定め，
より効果の高い進路指導の計画を整理する。また取り組みに対しての教職員の共
通理解を得ながら進めていく。

⑰
「総合的な学習の時
間」における進路指
導が充実している。

保護者で否定的な意見が２５％近くあるが、総合学習の目的や内容につ
いての周知不足が要因と思われる。
総合学習の内容については、進路指導面だけではなく、様々な要素が含
まれている。すべての活動が将来の生き方に生かされている項目である
ため，授業内容の周知を広めていく必要がある。

次年度の１年次からは「総合的な探究の時間」と名称も変わり、内容も変わって
いくので、生徒・保護者・教職員が共通理解を持ち取り組めるように、対応して
いく。

⑱
個に応じた適切な進
路指導が行われてい
る。

生徒と保護者の受け止めが低い。
８４％の教職員が個に応じた指導を心がけているが，生徒と保護者の実
感としては、個々への対応が不足してると感じている。
学校の指導姿勢を説明するとともに、生徒の成長を第一とした，個々へ
の対応が十分になされるように取り組む必要がある。

３年次では、個々の進路希望に対応するために、個別指導も多くなる。１・２年
次においても個々の生徒の状況に併せて，丁寧な指導を心がけていく。
生徒との個別面談・ガイダンス、保護者との三者面談などを通して、生徒一人一
人の悩みや考えを受け止め、対応できるようにしていく。

⑲
全校清掃，校内外の
美化活動を実践して
いる。

肯定的な回答がいずれも高い割合となっており，校内美化･清掃につい
て一定の評価があると考える。しかし， 生徒の肯定的な回答が７９％と
やや低い。
引き続き、生徒との認識の差を埋められるように努める。

環境美化は日常清掃の徹底が重要である。監督の教職員の指導と生徒の美化に関
する意識を高めていく。
一方校舎内外の老朽化に伴い、掃除をしてもきれいにならないという声もある。
トイレ清掃など業者による清掃等を検討していきたい。

⑳

「人の集まる図書館
づくり」に努め，学
習センターとしての
機 能 が 充 実 し て い
る。

授業での活用や、放課後の自学学習，進路志望に関する調査利用等が多
くなっており、学習センターとしての役割は果たせているが，利用の拡
大について周知を続けて行く必要がある。

授業の活用時や図書館だより発行等を通じ、図書館利用の促進に向けた周知を図
りたい。
施設の利便性向上を考慮し、図書館で得た資料を自宅等でも活用できるように、
来年度から図書室内に生徒用のプリンターを設置する。

実現度調査の分析と改善策【１年次】

実現度調査　質問項目
良好ととらえている割合

前年度比 分析 改善策
「よく出来ている」＋「大体出来ている」

㉑
衛生管理を徹底し，
生徒の健康の保持増
進に努めている。

おおむね取り組みは評価されている。
きめ細やかな注意喚起が生徒の健康の保持増進につながっていくので、
引き続き、クラス指導や部活動を通じて対応していく必要がある。

保健だよりを定期的に刊行し、衛生面や健康について啓発している。
感染症予防は，教室の換気，石鹸や手指消毒液の補充，マスクの提供などを中心
にして今後も継続させていきたい。

㉒
ＰＴＡや同窓会活動
の 充 実 に 努 め て い
る。

ＰＴＡや同窓会活動について、参加の呼びかけを継続していることや行
事に積極的に参加する会員がいることが評価されている。
「あまり出来ていない」「出来ていない」と評価する保護者が２０．
０％になっていることは、行事等の案内が手元に届かないことや行事に
対する関心が低いことが原因ではないかと考える。

PTA総会、年次ＰＴＡ総会等において各部署との連携を深め、出席者が増加する
ように努める。
会員研修や環境整備活動、利府高祭参加等についても参加案内の呼びかけを継続
していく。
本部役員だけではなく、会員の理解、協力が得られるように案内・広報を行い、
さらにＰＴＡ活動が充実するように努める。

実現度調査の分析と改善策【２年次】

実現度調査　質問項目
良好ととらえている割合

前年度比 分析 改善策
「よく出来ている」＋「大体出来ている」

①

体験学習（オープンキャン
パス参加）をとおして，学
問研究の場に直接触れるこ
とにより，大学で学ぶ意義
について学習し，進路に対
する視野を広げる指導が行
われている。

生徒，保護者の80％以上が「よく出来ている」，もしくは「大体出来
ている」といった肯定的な回答しており，体験学習の意義は概ね理解さ
れていると思われる。

今年度から生徒の希望に沿った形で，オープンキャンパスへの参加を実施した。
そのため，前年度に
比べ，特に生徒たちの肯定的な意見が増加していた。事前・事後指導を充実させ
ることで，より一層の進路意識の向上に繋げていきたい。

②

継続的に週末課題と家庭学
習時間調査を実施すること
により，家庭学習の習慣化
が図られている。

生徒の80％以上が肯定的に回答している。しかし、保護者の肯定的な
回答は70％未満に留まっている。
特に保護者の目から見て，家庭学習が習慣化されていない現状が窺え
る。

週末課題の提出状況は概ね良好であるものの，一部では定着していない生徒も見
られる。
例年同様ではあるが，考査前の家庭学習時間は多いものの，それ以外の期間は少
なく，年間をとおしての家庭学習時間の確保が課題である。

実現度調査の分析と改善策【３年次】

実現度調査　質問項目
良好ととらえている割合

前年度比 分析 改善策
「よく出来ている」＋「大体出来ている」

①

一日総合大学をとおして，
実際の大学等の講義を体験
し，進路選択についての意
識を高める指導が行われて
いる。

生徒の83.3％が肯定的な意見であった。
「進路選択の参考になった」と感じている生徒が多く、有意義な行事の
1つとなっている。
保護者は82.5％で生徒より若干多いが、これは昨年度から1年次･2年次
対象に開催した、保護者向け進路講演会等の実施により、進路に対する
関心が高まったことが理由と考える。

例年、肯定的意見の割合が多い質問項目であり、2年次の進路行事として軌道に
乗っており、大きな変更は必要ないと感じている。保護者向けの進路講演会や、
スタサポの活用により進路に関する意識付けが向上していると感じる。生徒が興
味・関心をもつ分野・内容の講義をより多く設定することができれば、更なる教
育効果が期待されると思われる。

②

自学自習の習慣を定着させ
るため，週末課題と家庭学
習時間調査の実施が継続的
に行われている。

保護者の肯定的意見の増加が目立つ。
週末課題に取り組むことが習慣化し、家庭で学習する生徒が増加したも
のと考える。

年次が上がり自覚を持つ生徒も増えている反面、家庭で週末課題を行う習慣が身
に付いていない生徒もいる。
「やらされている」学習から、自主的に取り組む、自学自習の習慣を定着させて
いきたい。

①

放課後や夏季休業中の課外
講習を計画的に実施するこ
とにより，恒常的な学習習
慣を確立させる。

昨年度と比較して若干ではあるが、肯定的意見は生徒では増加し、保護
者では減少している。
対象が受講した生徒に限られるため、肯定の回答が多いと考える。

課外講習の期間や時間を拡充することが改善策として考えられるが、部活動やそ
の他の業務との兼ね合いがある。
本校の実情を踏まえれば、現状の工夫と個々の生徒に添削指導を行う等の個別指
導の拡充も考えられる。

②

希望する進路に応じたガイ
ダンスや学習会を実施し，
より明確な目標と学習計画
が立てられるような指導が
行われている。

昨年度と比較すると若干ではあるが、肯定的意見は生徒では増加し、保
護者では減少している。
「総合的な学習の時間」の中で、希望進路別に「進路研究」を行ったた
めに実感が高まったのではないかと考える。。

「総合的な学習の時間」を活用しながら、時宜を得た指導を心掛けてきたが、進
路先が決定した生徒は進路学習へのモチベーションが大きく下がることもあり、
指導が難しい。
模試の結果等を活用し、生徒個々への働きかけを強めることができれば、改善で
きる部分はあると思う。


